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第１章第１章第１章第１章    本製品について本製品について本製品について本製品について    

本製品は「ひずみ変位計」センサーにて測定したデータより水平変位量を算出するソフトで、新潟大学
農学部早川嘉一教授により研究・開発された計算式に基づいています。 
 

１．１１．１１．１１．１    動作環境動作環境動作環境動作環境    

本製品を利用するには次の動作環境が必要です。 
 

対応 OS 
  日本語 Windows95、Windows98/98SE/ME 
  日本語 WindowsNT4.0、Windows2000、WindowsXP、WindowsVista(32bit) 
 

ディスプレイ 
  解像度 800×600ドット以上表示可能なもの（解像度 1024×768以上を推奨） 
 

インストールに必要な容量 
  約 5MB（データ保存領域を除く） 
 

必要メモリ容量 
  各 OSが快適に動作するメモリ容量 
 

その他 
  OS上で動作するマウス 
  当社製カードリーダーもしくは JSカードが読込可能な PCカードスロット 
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１．２１．２１．２１．２    インストールインストールインストールインストール    

下記手順に従って本製品をパソコンへインストールしてください。 
 

1) CD-ROMドライブへ CD-ROMを挿入してください。 
（自動的にセットアッププログラムが起動した場合は、手順５へ進んでください。） 

2) デスクトップの「マイコンピューター」をダブルクリックします。 

3) CD-ROMドライブをダブルクリックします。 

4) 「Setup」または「Setup.exe」をダブルクリックします。 

5) セットアッププログラムが起動したら、表示される内容に従ってインストールを進めてください。 

 

１．３１．３１．３１．３    初めて初めて初めて初めて起動起動起動起動したときしたときしたときしたときの設定の設定の設定の設定    

本ソフトを始めて起動する場合、以下の用に設定してください。 
 

1) Windowsの［スタート］メニューから［プログラム］を選択します。 

2) ［プログラム］から［IDHWin］を選択して、起動します。 

3) インストール後最初に起動した場合のみ［ID 番号］と［認証コー
ド］を設定するダイアログが表示されるので、CD-ROM ケース裏面
に記載されている ID番号と認証コードを入力してください。 

※※※※    大文字・小文字を区別します。 

※※※※    必ず半角英数字で入力してください。 

※※※※    このダイアログが自動的に表示されるのは初回起動時のみです。このダイアログは［設定］メニ
ューの［ID番号］から表示することができます。 

※※※※    試用版として使用する場合は ID番号に「GUEST」と入力してください。 
（認証コード欄は空白のままで構いません。） 
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１．４１．４１．４１．４    試用版について試用版について試用版について試用版について    

本製品は一部の機能を限定した試用版を使用することが可能です。 
試用版として本製品を使う場合はプロダクト IDの設定を試用版用の設定にしてください。 
（詳しくは本説明書の「ID番号設定」の項目を参照してください。） 
 

試用版として起動した場合、次の機能が制限されます。 
 

� ファイルの保存が出来ません。 

� 「グラフ」・「測定表」の印刷が出来ません。（プレビューは可能です。） 

� 「諸元」の「会社名」・「現場名」が強制的に下記のものになります。 
会社名：株式会社 測商技研 
現場名：IDHWin試用版 

 

それに伴い、次のメニューがグレー表示となり選択できなくなります。 
 

� ［ファイル］－［新規作成］ 

� ［ファイル］－［上書き保存］ 

� ［ファイル］－［名前を付けて保存］ 

� ［ファイル］－［エクスポート］ 
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第２章第２章第２章第２章    画面説明画面説明画面説明画面説明    

２．１２．１２．１２．１    生データ表示画面生データ表示画面生データ表示画面生データ表示画面    

［表示］メニューから「生データ」を選択すると表
示されます。 
この画面では測定されたひずみデータが表示され
ます。 
 

 

 

 

 

 

各列のタイトル部にあるカッコ内の数値は各ゲージの深度となっています。 
 

 

 

 

２．２２．２２．２２．２    パイプ変位表示画面パイプ変位表示画面パイプ変位表示画面パイプ変位表示画面    

［表示］メニューから「パイプ変位」を選択すると
表示されます。 
この画面では最下位深度からの累積水平変位量が
表示されます。 
 

 

 

 

 

 

各列のタイトルは各ゲージの上部２５ｃｍの深度が表示されています。 
 

 

 

※※※※    ひずみ変位計ではゲージの２５ｃｍ上部の位置の水平変位量が算出されるためです。 
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２．３２．３２．３２．３    深度別すべり変位表示画面深度別すべり変位表示画面深度別すべり変位表示画面深度別すべり変位表示画面    

［表示］メニューから「深度別すべり変位」を選択
すると表示されます。 
この画面では各深度の 50cm 間の水平変位量が表示
されます。 
 

 

 

 

 

 

各列のタイトル部は各ゲージの深度が表示されています。 
 

 

 

２．４２．４２．４２．４    すべり層変位表示画面すべり層変位表示画面すべり層変位表示画面すべり層変位表示画面    

［表示］メニューから「すべり層変位」を選択すると
表示されます。 
この画面では設定されたすべり層ごとの水平変位量
が表示されます。 
 

※※※※    すべり層の設定は［設定］メニューの［すべ
り層設定］から行います。 

 

 

各列のタイトルは設定されたすべり層の範囲が表示されています。 
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第３章第３章第３章第３章    基本操作基本操作基本操作基本操作    

３．１３．１３．１３．１    メモリーカードかメモリーカードかメモリーカードかメモリーカードからのデータ読込らのデータ読込らのデータ読込らのデータ読込    

３３３３....１１１１....１１１１    カードカードカードカード読込読込読込読込    

当社自動観測装置でデータを記録したメモリーカードからデータを読み込みます。 
 

※※※※    メモリーカードからデータを読み込むには、「カード読込設定」が正常に設定されている必要があ
ります。詳しくは後述を参照してください。 

1) メモリーカードをカードスロットへ挿入します。 

2) ［ファイル］メニューの［カード読込］を選択します。ダイアロ
グが表示されてカードの識別を行います。 

 

 

 

 

 

3) カードの識別が終了すると右図のダイアログが表示されるので
［OK］を押してください。データの読込が開始されます。 

 

 

 

※※※※    アペンド機能については後述の「データの追加・削除」を参照
してください。 

※※※※    センサーが１方向の場合は「全チャンネル」を選択してください。 

※※※※    センサーが２方向の場合は、「奇数チャンネルがＮＳ方向」・「偶数チャンネルがＥＷ方向」となり
ますので、２回に分けて「奇数チャンネル」・「偶数チャンネル」を読み込んでください。 

※※※※    センサーが２方向の場合は、「ＮＳ方向」と「ＥＷ方向」で別々のファイルとして管理する必要が
あります。 

※※※※    本ソフトでは水位データの解析が行えません。そのため、カードに入っている水位データは読み
込まれません。 
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３３３３....１１１１....２２２２    メモリーカードからデータをメモリーカードからデータをメモリーカードからデータをメモリーカードからデータを正常に読み込めない場合正常に読み込めない場合正常に読み込めない場合正常に読み込めない場合    

 読込時にエラーメッセージが表示されたり読み込んだデータの表示がおかしかったりする場合、メモリ
ーカード内に記録されている観測データの一部が書き変わってしまっている可能性があります。データの
一部が書き変わってしまっただけならば、異常箇所の修正を行えば正常に読み込めるようになります。 
 

 IDHWin にはカードイメージという機能があります。カードイメージとはメモリーカードのメモリ内容
をそのままバイナリファイルとして保存する機能です。また、メモリーカードからデータを読み込むのと
同じようにカードイメージからデータを読み込むことが出来ます。よってメモリーカードから正常にデー
タ読み込みが出来ない場合は、そのメモリーカードのカードイメージを作成してそのファイルを電子メー
ル等で弊社まで送付して頂くと、修正が可能な場合は修正したカードイメージを返送いたします。そうす
ると、修正したカードイメージから正常にデータを読み込むことが可能となります。 
電子メールでの送付先は下記アドレスへお願いします。 
 

system@sokusho-giken.co.jp 

 

３３３３....１１１１....３３３３    カードイメージの作成カードイメージの作成カードイメージの作成カードイメージの作成    

1) ［ファイル］メニューの［カードイメージの作成］
を選択します。右図のダイアログが表示されますの
で、カードイメージを作成したいメモリーカードの
サイズを指定します。 

 

 

 

 

2) ［OK］ボタンをクリックして表示されたダイアログ
で、カードイメージファイルの保存場所を指定しま
す。［保存］ボタンをクリックするとカードイメー
ジの作成が開始されます。 
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３．２３．２３．２３．２    ファイルの読込ファイルの読込ファイルの読込ファイルの読込    

既存のファイルを読み込みます。読み込めるファイル形式は「IDH形式」・「IDG形式」と「テキスト形式
（PRNファイル、CSVファイル）」です。 
読み込めるテキストファイルの書式については後述を参照してください。 
 

※※※※    「IDG 形式」のファイルを開いた場合、読み込まれるのは「パイプ歪計」のセンサータイプのデ
ータだけです。 

※※※※    「IDH 形式」以外のファイルを開いた場合は、後述の「パラメータ設定」を適切に設定する必要
があります。 

※※※※    SD シリーズのデータロガーで記録されたデータを読み込む場合はファイルの種類に「CSV 形式」
を選択して、「ナマ」フォルダ内のデータを読み込んでください。 

 

1) ［ファイル］メニューの［開く］を選択します。 

2) 表示されるダイアログで読み込みたいファイル
を選択して、［開く］をクリックして下さい。 

 

※※※※    テキスト形式のファイルを読み込みたい場合
は、ダイアログ下段の「ファイルの種類」か
ら該当するファイルの種類を選択してくださ
い。 
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３．３３．３３．３３．３    ファイルの保存ファイルの保存ファイルの保存ファイルの保存    

３３３３....３３３３....１１１１    ＩＤＨ形式でファイルＩＤＨ形式でファイルＩＤＨ形式でファイルＩＤＨ形式でファイルをををを保存保存保存保存するするするする    

IDHWin専用の形式でファイルを保存します。IDH形式では「パラメータ設定」・「すべり層設定」も一緒に
ファイルへ保存されます。通常はこの形式で保存してください。 
 

1) ［ファイル］メニューの［名前を付けて保存］を選択します。 

2) 全てのデータを保存する場合は、「時間設定」で「全時間」
を、「チャンネル設定」で「全チャンネル」を選択します。
範囲を指定して保存する場合は、あらかじめ保存したい
範囲を選択状態にしておくと「時間設定」及び「チャン
ネル設定」にそれぞれ選択範囲が設定されます。 

 

3) ［ファイルタイプ］の選択欄で「IDH」を選択して、［OK］
ボタンをクリックします。 
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4) ファイルを保存するフォルダを選択するダイア
ログが表示されるので、希望するフォルダとファ
イル名を指定して［保存］をクリックして下さい。 

 

 

 

 

３３３３....３３３３....２２２２    テキスト形式でテキスト形式でテキスト形式でテキスト形式でひずみひずみひずみひずみデータをファイルにデータをファイルにデータをファイルにデータをファイルに保存保存保存保存するするするする    

テキスト形式で生データを保存します。テキスト形式では「パラメータ設定」・「すべり層設定」などの設
定項目は保存されず、ひずみデータのみが保存されます。 
エクセル等、他のソフトウェアでひずみデータの処理を行いたい場合に使用します。 
 

※※※※    「PRN形式」ではスペース区切りで、「CSV形式」ではカンマ区切りで保存されます。 

 

1) ［ファイル］メニューの［名前を付けて保存］を選択します。 

2) 全てのデータを保存する場合は、「時間設定」で「全時間」
を、「チャンネル設定」で「全チャンネル」を選択します。
範囲を指定して保存する場合は、あらかじめ保存したい
範囲を選択状態にしておくと「時間設定」及び「チャン
ネル設定」にそれぞれ選択範囲が設定されます。 

 

3) ［ファイルタイプ］の選択欄で「PRN」もしくは「CSV」
を選択して、［OK］ボタンをクリックします。 

 

4) ファイルを保存するフォルダを選択するダイア
ログが表示されるので、希望するフォルダとファ
イル名を指定して［保存］をクリックして下さい。 
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３３３３....３３３３....３３３３    水平水平水平水平変位量変位量変位量変位量の算出結果をファイルに保存の算出結果をファイルに保存の算出結果をファイルに保存の算出結果をファイルに保存するするするする    

「パイプ変位」・「深度別すべり変位」・「すべり層変位」の値をファイルへ保存できます。 
現在の所「CSV形式」でのみ保存可能です。 
 

1) ［表示］メニューの「パイプ変位」・「深度別すべり変位」・「すべり層変位」から保存したい項目を選
択します。 

2) ［ファイル］メニューの［エクスポート］を選択します。 

3) ファイルを保存するフォルダを選択するダイア
ログが表示されるので、希望するフォルダとファ
イル名を指定して［保存］をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

３．４３．４３．４３．４    チャンネルチャンネルチャンネルチャンネルの追加・削除の追加・削除の追加・削除の追加・削除    

既存のデータに新たにチャンネルを追加・削除します。また、他のファイルのチャンネルを現在のファイ
ルのチャンネルとして結合することもできます。 
以下の操作は「表示」を「生データ」にしてから行ってください。 
 

３３３３....４４４４....１１１１    新しく新しく新しく新しくチャンネルチャンネルチャンネルチャンネルを追加するを追加するを追加するを追加する    

［編集］メニューの［チャンネル桁の追加］を選択すると、一番最後の列に新しいチャンネルが追加され
ます。 
 

３３３３....４４４４....２２２２    新しくチャンネルを挿入する新しくチャンネルを挿入する新しくチャンネルを挿入する新しくチャンネルを挿入する    

チャンネルを挿入したい列の次の列を選択します。 
［編集］メニューの［チャンネル桁の挿入］を選択すると、選択されたチャンネルの手前に新しいチャン
ネルが挿入されます。 
 

３３３３....４４４４....３３３３    既存のチャンネルを削除する既存のチャンネルを削除する既存のチャンネルを削除する既存のチャンネルを削除する    

削除したいチャンネルを選択します。 
［編集］メニューの［チャンネル桁の削除］を選択すると、選択されたチャンネルが削除されます。 
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３３３３....４４４４....４４４４    他ファイルからチャンネルを追加する他ファイルからチャンネルを追加する他ファイルからチャンネルを追加する他ファイルからチャンネルを追加する    

深い深度の孔などで、一つの孔を２台以上の自動観測装置で観測を行っている場合、各自動観測装置ごと
に一つのファイルを作成し、各ファイルをこの操作でつなげて解析を行ってください。 
 

1) ［ファイル］メニューの［追加読み込み］から［並列］を選択します。 

2) 表示されるダイアログから追加したいファイル
を選択して［開く］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

3) 「時間同期を行いますか？」というメッセージが表示されるので、時間同期
を行う場合は［はい］を、行わない場合は［いいえ］を、追加読み込みをキ
ャンセルする場合は［キャンセル］をクリックして下さい。読み込んだデー
タは一番最後の列以降に追加されます。 

※※※※    時間同期とは現在開いているデータの日付データに一致するデータだけを読み込む機能です。 

 

【 時間同期の例 】 
 

現在開いているデータの時系列 追加するデータの時系列 
99/11/10 12:00   99/11/10 12:00 ◇ 
99/11/11 12:00   99/11/11 00:00 

99/11/12 12:00   99/11/11 12:00 ◇ 
     99/11/12 00:00 

     99/11/12 12:00 ◇ 
 

時間同期を行うと「◇」マークの付いた日付のデータしか読み込んできません。 
時間同期を行わないと全てのデータが先頭から順番に読み込まれます。 
（データ数が違う場合は空のデータが追加されます。） 
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３．５３．５３．５３．５    データの追加・削除データの追加・削除データの追加・削除データの追加・削除    

既存のデータに新たにデータを追加・削除します。また、他のファイルのデータを追加読み込みすること
もできます。 
以下の操作は「表示」を「生データ」にしてから行ってください。 
 

３３３３....５５５５....１１１１    新しくデータ行を追加する新しくデータ行を追加する新しくデータ行を追加する新しくデータ行を追加する    

［編集］メニューの［データ行の追加］を選択すると、一番最後の行に新しくデータ行が追加されます。 
 

３３３３....５５５５....２２２２    新しくデータ行を挿入する新しくデータ行を挿入する新しくデータ行を挿入する新しくデータ行を挿入する    

データを挿入したい行の次の行を選択します。 
［編集］メニューの［データ行の挿入］を選択すると、選択された行の手前に新しい行が挿入されます。 
 

３３３３....５５５５....３３３３    既存のデータ行を削除する既存のデータ行を削除する既存のデータ行を削除する既存のデータ行を削除する    

削除したい行を選択します。 
［編集］メニューの［データ行の削除］を選択すると、選択された行が削除されます。 
 

３３３３....５５５５....４４４４    メモリーカードからデータメモリーカードからデータメモリーカードからデータメモリーカードからデータを追加するを追加するを追加するを追加する    

1) ［ファイル］メニューの［カード読み込み］を選択します。 

2) カードの識別が終了後表示されるダイアログで、「アペンド」項目
をマウスでクリックしてチェックを入れます。 

3) ［OK］ボタンをクリックすると現在の最終行のデータの後ろにデ
ータが追加されます。 

 

※※※※    次のメッセージが表示される場合 
 

「チャンネル数が異なります。」 
 

現在開いているファイルとメモリーカードに記録されているデータのチャンネル数が異なるとき
に表示されます。そのまま読み込むと、現在開いているファイルの 1CH 目から順に追加され、チ
ャンネル数のあわないところは空白データが追加されます。 
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３３３３....５５５５....５５５５    他ファイルからデータを追加する他ファイルからデータを追加する他ファイルからデータを追加する他ファイルからデータを追加する    

1) ［ファイル］メニューの［追加読み込み］から［直列］を選択します。 

2) 表示されるダイアログから追加したいファイル
を選択して［開く］をクリックすると、現在の最
終行のデータの後ろにデータが追加されます。 

 

 

 

※※※※    次のメッセージが表示される場合 
 

「チャンネル数が異なります。」 
 

現在開いているファイルとメモリーカードに記録されているデータのチャンネル数が異なるとき
に表示されます。そのまま読み込むと、現在開いているファイルの 1CH 目から順に追加され、チ
ャンネル数のあわないところは空白データが追加されます。 

 

３．６３．６３．６３．６    時間データの入力時間データの入力時間データの入力時間データの入力    

時間データを手入力もしくは自動入力で修正することが可能です。 
以下の操作は「表示」を「生データ」にしてから行ってください。 
 

３３３３....６６６６....１１１１    手入力の方法手入力の方法手入力の方法手入力の方法    

1) 表の一番左の列が時間データ表示エリアとなっているので、時間データを編集したい行の時間データ
表示エリアをマウスでクリックして選択します（図のマウスカーソルがある部分）。選択されると背
景色が青色になります。 
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2) この状態でキーボードの［ENTER］キーを押すか、もしくはマウスで選択領域をダブルクリックする
と入力待ち状態になるので希望する時間データを入力して下さい。書式は「年/月/日 時：分」（それ
ぞれ２桁）です。 

 

 

 

 

 

３３３３....６６６６....２２２２    自動入力の方法自動入力の方法自動入力の方法自動入力の方法    

1) 時間データを一括して入力したい範囲を選択状態にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) この状態で［処理］メニューの［時間データ自動入力］を選択し
ます。 

3) 表示されるダイアログに以下の内容を設定します。 

 

 

 

 

開始位置 ：自動入力を開始する時刻を設定します。 
間隔 ：自動入力する時間間隔を設定します。 
終了位置 ：自動入力する範囲が選択されていれば変更する必要はありません。 
 

4) 以上の内容を入力したら［OK］ボタンをクリックして下さい。時間データが選択範囲に自動的に入力
されます。 
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３．７３．７３．７３．７    チャンネルの入れ替えチャンネルの入れ替えチャンネルの入れ替えチャンネルの入れ替え    

各チャンネルを入れ替えることが可能です。 
通常は 1CH目が一番浅い深度になって、そこから深度が深くなる順番に並んでいなければなりません。 
何らかの都合で順番が異なっているときなどは、チャンネルを入れ替える必要があります。 
 

※※※※    チャンネル交換を行った直後は水平変位量は再計算されません。チャンネル交換後に水平変位量
の再計算が必要な場合は「パラメータ設定」画面を開いて、そのまま「ＯＫ」ボタンをクリック
してください。 

３３３３....７７７７....１１１１    手動チャンネル交換手動チャンネル交換手動チャンネル交換手動チャンネル交換    

下記は例として 2CH目と 3CH目を入れ替える方法を説明しています。 
 

1) ［処理］メニューの［チャンネル交換］を選択します。 

2) 表示されたダイアログの「変換マトリックス」一覧から  をクリックします。 

3) 次に「変換ソース」欄から  をクリックします。 

4) そうすると、（２）で選択したボタンの表示が  となります。 

これは［3CH］を［2CH］に移動するという意味になります。 

5) 同様に   の順番でクリックします。 

6) 右図のような表示になっていることを確認して［OK］ボタンをクリックすると［2CH］
と［3CH］が入れ替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ひずみ変位計解析ソフト IDHWin 取扱説明書 １．５版 

22 
株式会社 測商技研 

 

３３３３....７７７７....２２２２    よく使う交換パターンよく使う交換パターンよく使う交換パターンよく使う交換パターン    

よく使う交換パターンとして「チャンネル交換パターン１」・「チャンネル交換パターン２」が登録されて
います。各交換パターンは下記のようなチャンネル交換を行います。 
 

◆ チャンネル交換パターン１ 
 

奇数チャンネルと偶数チャンネルを全チャンネル中の前半と後半に振り分けます。 
センサーが２方向の場合は、メモリーカードからデータを読み込むときに「奇数チャンネル」と「偶数チ
ャンネル」を別々に読み込まなければなりませんが、間違って「全チャンネル」を読み込んでしまった場
合はこの機能を使って「奇数チャンネル」と「偶数チャンネル」を分離してファイルに保存してください。 
 

「チャンネル交換パターン１」ボタンを押したときのチャンネル交換内容 

 

 

◆ チャンネル交換パターン２ 
 

全チャンネル中の前半チャンネルを奇数チャンネルに、後半チャンネルを偶数チャンネルに交換します。 
（「チャンネル交換パターン１」と逆の動きをします。） 
間違って「チャンネル交換パターン１」を実行してしまった場合などに使用します。 
 

「チャンネル交換パターン２」ボタンを押したときのチャンネル交換内容 
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第４章第４章第４章第４章    データ解析データ解析データ解析データ解析    

４．１４．１４．１４．１    パラメータ設定パラメータ設定パラメータ設定パラメータ設定    

データ解析を行う前に「パラメータ設定」を設定する必要があります。 
「パラメータ設定」ダイアログは［設定］メニューから［パラメータ設定］を選択すると表示できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「パラメータ設定」画面にて設定項目を入力して「ＯＫ」ボタンをクリックすると、設定された内容に従
って水平変位量が再計算されます。 
 

※※※※    データ量によっては再計算に数秒かかる場合があります。 

 

そのため、次の操作を行った後は必ず「パラメータ設定」の内容を再設定して計算結果を更新する必要が
あります。 
 

� 「データの追加」・「チャンネル桁の追加」・「測定値の編集」などの編集作業を行った場合 

� 「カード読込」などで新規にデータを読み込んだ場合 

� テキストファイルなど IDH形式以外のファイル形式のデータを開いた場合 

 

各項目は後述の説明に従って設定を行ってください。 
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４４４４....１１１１....１１１１    サンプリング時間範囲サンプリング時間範囲サンプリング時間範囲サンプリング時間範囲    

全観測データの内、水平変位量の算出に適用する時間範囲を指定します。 
１日のなかで、特定の時間範囲のデータのみ採用したい場合は「適用時間
範囲を指定する」を選択し、その下の「範囲時間」に時刻の範囲を入力し
てください。それ以外の場合は「適用時間範囲を指定しない（全時間）」を
選択してください。 
 

※※※※    図の例では、「夜の２２時～朝の６時」の範囲のデータのみが水平変位量の算出に適用されます。 

 

また、適用期間として「サンプリング開始日時」と「サンプリング終了日時」を指定できます。 
サンプリング開始日時に指定した日付のデータが「初期値」となり、その日付に対しての水平変位量が計
算されます。 
 

※※※※    初期値の日付をいつにするかについては、巻末の技術説明を参考にしてください。 

 

日付の横にあるボタンをクリックすると「日付選択」のダイアログが表示されるので、そこから希望する
日付を選択してください。 
 

 

 

 

４４４４....１１１１....２２２２    使用チャンネル範囲使用チャンネル範囲使用チャンネル範囲使用チャンネル範囲    

データロガーの使用チャンネル範囲を指定します。 
通常 60CH のデータロガーとなっていますので、途中のチャンネルまでしか
センサーがつながっていない場合は、ここでその範囲を指定する必要があり
ます。 
 

 

 

また、深い深度の孔の場合などで２台のデータロガーを使用して一つ
の孔を測定している場合は「複数台使用時」にチェックを入れ、表示
されるダイアログで２台目の機器の開始番号を入力してください。 
 

 

※※※※    図の例は１台目の機器の 50CH目までセンサーがつながっていて、次の深度から２台目の機器にセ
ンサーがつながっている場合となっています。 
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４４４４....１１１１....３３３３    パラメータパラメータパラメータパラメータ    

パラメータを設定します。 
 

「トップゲージ深度」 
一番浅い深度のゲージ深度を入力してください。 
 

「ゲージ率」 
ご使用のひずみ変位計のゲージ率を入力してください。 
 

「パイプ半径」 
VP40のときは「24」を入力します。「VP50」のときは「30」を入力します。 
 

 

４４４４....１１１１....４４４４    平均化補正平均化補正平均化補正平均化補正    

平均化補正を行うかどうかを設定します。 
 

 

 

※※※※    Ver1.0.9以降に追加された設定です。Ver1.0.8以前では自動的に平均化補正を行う設定になって
いました。しかし、平均化補正を行うと解析データの過去に遡って解析を行うため、今まで変位
が出ていなかった箇所に変位がでてしまうことがあります。 
そのため、Ver1.0.9で平均化補正の有無を設定できるよう変更しました。 
デフォルトでは「平均化補正を行わない」設定になるようになっています。そのため、以前のバ
ージョンからバージョンアップした場合で、以前と計算結果を合わせるには、ここの設定にチェ
ックを入れて平均化補正を行う設定に直してください。 
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４．２４．２４．２４．２    すべり層設定すべり層設定すべり層設定すべり層設定    

すべり層を設定します。 
「すべり層」設定画面は［設定］メニューから［すべり層設定］を選択すると表示できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すべり層」は最大１２個まで登録することが可能です。 
浅い深度から順番に設定していきます。入力項目の一番上の欄に深度を入力すると、その下へ自動的に値
が入力されます。 
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４．３４．３４．３４．３    測定表の出力測定表の出力測定表の出力測定表の出力    

「パイプ変位」・「深度別すべり変位」・「すべり層変位」・「断線ゲージ一覧」の測定表を出力することがで
きます。 
 

◆ 出力例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４４４....３３３３....１１１１    測定表印刷設定測定表印刷設定測定表印刷設定測定表印刷設定    

測定表の出力を行う前に「測定表印刷設定」を行う必要があります。 
「測定表印刷設定」ダイアログは［ファイル］メニューの［測定表印
刷設定］を選択すると表示されます。 
 

◆ 余白 
 

印刷余白を設定します。 
 

◆ デフォルトプリンタ 
 

印刷に使用するプリンタを設定します。「設定」ボタンを押すと「プリンタの設定」ダイアログが表示さ
れるので、使用するプリンタとデフォルトで使用する紙のサイズや向きを設定してください。 
 

※※※※    デフォルトプリンタは必ず選択してください。デフォルトプリンタが
選択されていないと、測定表印刷時にエラーメッセージが表示され印
刷が実行できません。 
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４４４４....３３３３....２２２２    「パイプ「パイプ「パイプ「パイプ変位」変位」変位」変位」測定表の印刷測定表の印刷測定表の印刷測定表の印刷    

「パイプ変位」の測定表は下記の手順で出力します。 
 

1) ［表示］メニューの［パイプ変位］を選択します。 

2) ［ファイルメニューの［測定表印刷］を選択します。 

3) 「出力深度の指定」ダイアログが表示されるので、出力する深度にチェ
ックを入れて［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

※※※※    「すべて選択」ボタンを押すと全ての深度にチェックマークがつきます。 

※※※※    「すべてクリア」ボタンを押すとチェックマークが全てクリアされます。 

 

4) 印刷範囲を指定するダイアログが表示されるので、印刷開始時
刻と終了時刻を選択して［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 

※※※※    日付の横にある［．．．］ボタンをクリックすると「日付選択」
のダイアログが表示されます。 

 

5) プレビューが表示されるので、内容が正しいことを確認して左上の「印刷」ボタンをクリックします。 
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6) 「印刷」ダイアログが表示されるので［ＯＫ］ボタンをクリックすると印刷が開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※※※※    「印刷」ダイアログで出力先のプリンターを変更すると「プリンターが変更されました」という
メッセージが出て再度プレビューが表示されます。その場合もう一度同じ操作を繰り返してくだ
さい。 

 

４４４４....３３３３....３３３３    「深度別すべり変位」測定表の印刷「深度別すべり変位」測定表の印刷「深度別すべり変位」測定表の印刷「深度別すべり変位」測定表の印刷    

「深度別すべり変位」の測定表は下記の手順で出力します。 
 

1) ［表示］メニューの［深度別すべり変位］を選択します。 

これ以降は「パイプ変位」の測定表の印刷方法（２）以降と同じです。そちらを参照してください。 
 

 

４４４４....３３３３....４４４４    「すべり層変位」測定表の印刷「すべり層変位」測定表の印刷「すべり層変位」測定表の印刷「すべり層変位」測定表の印刷    

「すべり層変位」の測定表は下記の手順で出力します。 
 

1) ［表示］メニューの［すべり層変位］を選択します。 

 

これ以降は「パイプ変位」の測定表の印刷方法（２）以降と同じです。そちらを参照してください。 
 

※※※※    出力深度を選択するダイアログは出てきませんので、その部分は飛ばしてお読み下さい。 
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４４４４....３３３３....５５５５    断線ゲージ一覧表の印刷断線ゲージ一覧表の印刷断線ゲージ一覧表の印刷断線ゲージ一覧表の印刷    

測定データに「断線」及び「スケールオーバー」のゲージがある場合に、その一覧表を印刷できます。 
下記の手順で印刷できます。 
 

1) ［ファイル］メニューの［断線ゲージ印刷］を選択します。 

2) プレビューが表示されるので、内容が正しいことを確認して左上の「印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 「印刷」ダイアログが表示されるので［ＯＫ］ボ
タンをクリックすると印刷が開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※※※※    「印刷」ダイアログで出力先のプリンターを変更すると「プリンターが変更されました」という
メッセージが出て再度プレビューが表示されます。その場合もう一度同じ操作を繰り返してくだ
さい。 
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４．４４．４４．４４．４    解析グラフの出力解析グラフの出力解析グラフの出力解析グラフの出力    

解析グラフが出力できます。解析グラフは１枚の用紙に３つのグラフが出力されます。それぞれ左端から
「ひずみ」・「パイプ変位」・「深度別すべり変位」のグラフとなっています。 
 

◆ 出力例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※※※※    ひずみ値は解析上の補正がなされた値が表示されているため、実際のひずみ値と多少異なる場合
があります。 

 

４４４４....４４４４....１１１１    グラフ印刷設定グラフ印刷設定グラフ印刷設定グラフ印刷設定    

グラフの出力を行う前に「グラフ印刷設定」を行う必要があります。 
「グラフ印刷設定」ダイアログは［ファイル］メニューの［グラフ印
刷設定］を選択すると表示されます。 
 

◆ 原点 
 

グラフの印刷位置を指定します。左下の位置を指定します。 
 

◆ デフォルトプロッタ 
 

印刷に使用するプリンタを設定します。「設定」ボタンを押すと「プリンタの設定」ダイアログが表示さ
れるので、使用するプリンタとデフォルトで使用する紙のサイズや向きを設定してください。 
 

※※※※    デフォルトプリンタは必ず選択してください。デフォルトプリンタが
選択されていないと、グラフ印刷時にエラーメッセージが表示され印
刷が実行できません。 
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４４４４....４４４４....２２２２    カラー設定カラー設定カラー設定カラー設定    

グラフの「線種」及び「線色」を変更できます。 
［設定］メニューの［カラー設定］を選択すると「カラー設定」ダイアログが表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「線種」及び「線色」は次の手順で変更します。 
ここでは例として「見出し」の「枠」を「線種＝幅４」・「線色＝赤」に設定する手順を説明します。 
 

1) 「線種」欄の「幅４」ボタンをクリックして選択状態にします。 
選択状態となったボタンは図のように凹んだ表示になります。 

 

 

2) 「カラー」欄の赤い色のボタンをクリックして選択状態にしま
す。 

 

3) この状態で「見出し」欄の「枠」ボタンをクリックすると現在選択されている「線種」と「線色」が
適用されます。 
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「線種」・「線色」が設定できるのは以下の項目です。 
 

◆ ［歪グラフ］欄 
 

「ひずみ」グラフの「線種」・「線色」を指定できます。 
 

 

 

 

◆ ［変位グラフ］欄 
 

「パイプ変位」グラフの「線種」・「線色」を指定できます。 
 

［奇数］  日付データが奇数月の場合の「線種」・「線色」です。 
［偶数］  日付データが偶数月の場合の「線種」・「線色」です。 
［断線］  断線時の断線マークの「線種」・「線色」です。 
 

◆ ［すべり層変位］欄 
 

「深度別すべり層」グラフの「線種」・「線色」を指定できます。 
 

［奇数］  日付データが奇数月の場合の「線種」・「線色」です。 
［偶数］  日付データが偶数月の場合の「線種」・「線色」です。 
 

◆ ［見出し］欄 
 

［文字］  グラフ上の文字の「線種」・「線色」です。 
［枠］   外枠の「線種」・「線色」です。 
［方眼太］ グラフの方眼の「線種」・「線色」です。 
［方眼細］ グラフのメモリの「線種」・「線色」です。 
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４４４４....４４４４....３３３３    グラフの出力グラフの出力グラフの出力グラフの出力    

グラフは下記の手順で出力します。 
 

1) ［ファイル］メニューの［グラフ印刷］を選択します。 

2) 表示される「グラフィックコンディション」ダイア
ログで各項目を設定して［ＯＫ］ボタンをクリック
します。 

 

※※※※    各設定項目については後述を参照してください。 

 

 

 

 

3) グラフのプレビューが表示されるので「左上」の 
「印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 「印刷」ダイアログが表示されるので［ＯＫ］ボ
タンをクリックすると印刷が開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

※※※※    「印刷」ダイアログで出力先のプリンターを変更すると「プリンターが変更されました」という
メッセージが出て再度プレビューが表示されます。その場合もう一度同じ操作を繰り返してくだ
さい。 
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４４４４....４４４４....４４４４    グラフィックコンディション設定グラフィックコンディション設定グラフィックコンディション設定グラフィックコンディション設定    

「グラフィックコンディション」ダイアログの設定項目は下記のような意味となります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 「データ」欄 
 

スタート位置 出力を開始する日付を設定します。 
終了位置  出力を終了する日付を設定します。 
出力間隔  出力間隔を設定します。データを間引いて表示するときなどに使用します。 
 

※※※※    日付の横にある［．．．］ボタンをクリックすると「日付選択」ダイアログが表示されます。 

 

◆ 「フルスケール」欄 
 

歪   「ひずみ」グラフの横軸フルスケールを設定します。 
変位  「パイプ変位」グラフの横軸フルスケールを設定します。 
深度別すべり変位 「深度別すべり変位」グラフの横軸フルスケールを設定します。 
 

◆ 「深度」欄 
 

上部深度  縦軸スケールの開始深度を設定します。 
下部深度  縦軸スケールの終了深度を設定します。 
 

４４４４....４４４４....５５５５    断線ゲージマークについて断線ゲージマークについて断線ゲージマークについて断線ゲージマークについて    

「パイプ変位」グラフでは、ひずみ値より断線したと判断された深度に「断線マーク」として「○」印が
出力されます。（下図参照） 
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４．５４．５４．５４．５    データデータデータデータ補正補正補正補正    

ひずみ値に対して一括で補正・編集を行うことができます。 
 

４４４４....５５５５....１１１１    ゲイン補正ゲイン補正ゲイン補正ゲイン補正    

選択された範囲に対して入力された値を乗算します。 
 

1) ゲイン補正を適用したいデータの範囲を選択
状態にします。 

 

 

 

 

 

2) ［処理］メニューの［ブロック補正］から［ゲイン補正］を選択します。 

 

3) 表示されるダイアログに適用したい値を入力します。 
（例：１．５倍） 

 

 

 

4) ［ＯＫ］ボタンをクリックすると選択範囲に入力された値が乗算されます。 
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第５章第５章第５章第５章    その他設定その他設定その他設定その他設定    

５．１５．１５．１５．１    フォントの設定フォントの設定フォントの設定フォントの設定    

表示するフォントの変更ができます。 
 

1) ［表示］メニューの［フォント］を選択します。 

2) 表示される［フォント］ダイアログから使用する
フォント名、サイズを設定できます。 

 

 

 

 

 

 

５．２５．２５．２５．２    カード読込設定カード読込設定カード読込設定カード読込設定    

メモリーカードの読み込み方法が設定できます。 
 

1) ［設定］メニューの［カード読込設定］を選択しま
す。 

2) 表示される［カード読込設定］ダイアログでメモリ
ーカードの読み込み方法を設定できます。 

 

 

各設定項目については後述を参照してください。 
 

※※※※    カード読込方法を変更した場合、右図のダイアログが表示される
ことがあります。その場合、IDHWinを一度終了して、再度起動し
てください。 
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５５５５....２２２２....１１１１    シリアルカードリーダーシリアルカードリーダーシリアルカードリーダーシリアルカードリーダーを使用を使用を使用を使用する場合する場合する場合する場合    

当社製のシリアルカードリーダー「STR301C-16」・「CR123JW」・「CR123J」を使用する場合に選択してくだ
さい。また、下記の項目を設定してください。 
 

◆ 使用シリアルポート 
 

シリアルカードリーダーが接続してあるシリアルポート番号を選択してください。ポート番号が不明な場
合はパソコンの取扱説明書を参照してください。 
 

◆ カードリーダー製造番号 
 

使用しているカードリーダーの製造番号（５桁の数値）を入力してください。通常、カードリーダーの製
造番号はカードリーダーの後面もしくは側面に貼ってあります。 
 

５５５５....２２２２....２２２２    PCPCPCPCカードスロットカードスロットカードスロットカードスロットを使用を使用を使用を使用する場合する場合する場合する場合    

ノートパソコンの PCカードスロットへ JSカードを挿入して使用する場合に選択してください。また、下
記の項目を設定してください。 
 

◆ スロット番号 
 

JSカードを挿入した PCカードスロット番号を選択してください。ただし、パソコンによってスロット番
号の付け方がまちまちのため、もしエラーが出る場合は他のスロット番号で試してください。 
 

※※※※    Windows2000を使用している場合は、OSの仕様により「スロット番号」の設定は無視されます。 

 

５５５５....２２２２....３３３３    CRCRCRCR----USBUSBUSBUSBリーダーリーダーリーダーリーダーを使用するを使用するを使用するを使用する場合場合場合場合    

当社製の USBタイプカードリーダー「CR-USB」を使用する場合に選択してください。 
 

※※※※    パソコンへの「CR-USB」のインストールが完了している必要があります。詳しくは「CR-USB」の
説明書を参照してください。 
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５．３５．３５．３５．３    ＩＤ番号ＩＤ番号ＩＤ番号ＩＤ番号設定設定設定設定    

本ソフト購入時に発行される「ID番号」と「認証コード」を設定できます。通常は CD-ROMケース裏面に
記載されています。 
 

1) ［設定］メニューの［ID番号］を選択します。 

2) 表示される［プロダクト ID］ダイアログで「ID番号」と「認証コ
ード」を設定します。 

 

 

※※※※    「ID 番号」・「認証コード」は半角英数字で入力してください。大文字小文字を区別しますので、
ご注意下さい。 

※※※※    試用版として使用する場合は ID番号に「GUEST」と入力してください。 
（認証コード欄は空白のままで構いません。） 
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第６章第６章第６章第６章    技術説明技術説明技術説明技術説明    

６．１６．１６．１６．１    ひずみ変位計の特徴ひずみ変位計の特徴ひずみ変位計の特徴ひずみ変位計の特徴    

� 測定できる変形ひずみ限界が大きい 
 

測定可能なパイプの変形ひずみの限界は、挿入式孔内傾斜計では最大ひずみが大凡 8,000～12,000μ
ひずみであるのに対して、ひずみ変位計は約 28,000μひずみまでの測定が可能です。 

 

� 自動観測が可能 
 

連続して観測することによって詳細なすべり挙動を経時的に監視できます。 
また、積雪期間の観測も可能となります。 

 

� 本ひずみ変位解析ソフトウェアによって、簡便にすべり層の判定及び、すべり層変位の経時的算出が
可能となります。 

 

６．２６．２６．２６．２    初期値の設定初期値の設定初期値の設定初期値の設定についてについてについてについて    

通常観測開始直後は「初期値」として一番最初の観測データを使いますが、センサー設置直後はボーリン
グ孔にセンサーがなじむまで値がふらつくことがあります。 
そのためある程度観測日数が進んだら、観測開始日（センサー設置日）から１０日～１５日ほど経過した
日を「サンプリング開始日時」に設定することをお勧めします。 
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６．３６．３６．３６．３    算出される水平算出される水平算出される水平算出される水平変位量変位量変位量変位量の精度についての精度についての精度についての精度について（観測事例）（観測事例）（観測事例）（観測事例）    

 地すべり地の同一個所に設置したひずみ変位計と挿入式孔内傾斜計の移動量観測結果を図に示します。
両観測からは同様の移動量が求められます。両者間の標準偏差は 2.3mmであり、地すべりの移動量観測法
としては十分な精度と考えます。 
 

ひずみ変位計と挿入式孔内傾斜計との移動量の対比
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６．４６．４６．４６．４    すべり層についてすべり層についてすべり層についてすべり層について    

すべり層変位は指定された「すべり層」の範囲内での累積変位となります。 
通常「すべり層」は「深度別すべり変位」グラフを見て、連続した深度で水平変位が出ている範囲を指定
します。 
 

図の例では下記のような「すべり層」の設定になります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７章第７章第７章第７章    制限事項制限事項制限事項制限事項・注意事項・注意事項・注意事項・注意事項    

 

� 水平変位量は前後の測定結果からも補正を行っています。そのため、欠測などで途中のデータが抜け
た場合などは水平変位量の計算誤差が大きくなる場合があります。 

� データロガーの温度誤差が水平変位量の計算に影響する場合があります。そのため、計算に適用され
るデータが同じ時間帯になるよう設定することをお勧めします。 
（「パラメータ設定」－「適用時間範囲を指定」の設定により、計算に適用されるデータの時間帯を
指定できます。） 

� 深度が深い孔の場合は途中で空パイプをいれる形での観測も可能です。その場合、上下別々のデータ
ロガーを使用して別々の解析を行うこととなります。 

� 地質により誤差が大きくなる場合があります。岩すべりですべり面がシャープな場合に不安が残りり
ます。これまでの現地観測では福島の船津地すべりを除いて観測ができています。 

� 2方向には対応していないため、2方向のセンサーを使用する場合は各方向それぞれを別々に解析す
る必要があります。 

 


